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1流域及び河川の概要流域及び河川の概要
◆天塩川は、幹川流路延長256km（全国4位）、流域

面積5,590km2（全国10位）の一級河川で最北を流

れる大河川である。

◆天塩川流域の上流部では河床勾配1/700以上の急

流河川であり、中下流部では河床勾配が1/1,500

～1/5,000の緩勾配である。

天塩川流域図

流域の概要

天塩川

流域面積 5,590km2

幹川流路延長 256km

流域内市町村数
3市8町1村
（士別市、名寄市、稚内市、和寒町、剣淵町、下川町、美深
町、音威子府村、中川町、天塩町、幌延町、豊富町）

流域内市町村人口
流域内市町村人口 約9万人
（平成17年国勢調査）

※天塩川は、岩尾内ダム地点までを図示

※

天塩川流域

日本海

オホーツク海

太平洋

天塩川流域

日本海

オホーツク海

太平洋
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◆

◆

◆

（平成11年）
出典：北海道統計書

河川沿いに市街地や田畑・牧場など
の土地利用が進んでいる。

道北地方の各都市を結び社会・経済
上極めて重要な交通インフラであるJR
宗谷本線や国道40号が、天塩川と併
走している。

想定氾濫区域内に住民や資産などが
集中しているため、ひとたび洪水氾濫
が生じれば地域は大規模な被害を受
けるとともに周辺地域も大きな影響を
受ける。

流域の土地利用流域の土地利用
流域の概要

国道40号

国道239号

JR宗谷本線

天塩川流域

日本海

オホーツク海

太平洋

天塩川流域

日本海

オホーツク海

太平洋
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中川町市街

昭和22年

平成12年

昭和42年

昭和22年

平成12年

中川町 名寄市（旧風連町地区）

昭和42年

天塩川流域では、捷水路工事などの治水事業の進展によって、市街地や農地が拡大し
てきた。

天塩川流域の発展天塩川流域の発展
流域の概要

◆



4天塩川の水利用の現状①天塩川の水利用の現状①
◆

剣和頭首工

南登和里取水口
（0.97m3/s）

北登和里取水口
（0.19m3/s）

東士別取水工
（1.77m3/s）

糸魚取水口
（0.13m3/s）

士別川頭首工
（8.13m3/s）

剣和頭首工
（13.53m3/s）

天塩川第一頭首工
（8.96m3/s）

下士別頭首工
（3.65m3/s）

天塩川第二頭首工
（4.05m3/s）

真勲別頭首工
（0.50m3/s）

上名寄頭首工
（0.99m3/s）

名寄川頭首工
（1.68m3/s）

川向揚水機場
（0.10m3/s）

上名寄川向揚水機場
（0.11m3/s）

西里揚水機場
（0,09m3/s）

恵深揚水機場
（0.03m3/s）

川西揚水機場
（0.14m3/s）

風連20千堰堤
（1.77m3/s）

流域の概要

天塩川の河川水は、かんがい用水、発電用水として多く利用されているほか、水道用水・工業用水としても
利用されている。特に水田が多い名寄市、士別市の水利用が多い。

真勲別頭首工

天塩川の取水量

天塩川・名寄川の
かんがい取水施設位置図

目的 許可件数 取水量（m3/s)

かんがい用水 298 75.77

発電用水 3 50.13

水道用水 8 0.34

鉱工業用水 5 1.15

その他 18 1.58

計 332 128.97

出典：「一級水系水利権調書」北海道開発局 H22.3

名
寄
川

天塩川



5天塩川の水利用の現状②天塩川の水利用の現状②
渇水状況

名寄川日進橋下流
藻類発生状況 平成19年8月30日

拡大

天塩川流域では、河川水の利用が多く、夏期（かんがい期）には流量が少なくなり、かんがい用水の取水の自主節水が度々
行われている。
平成19年には、7月の降水量が例年に比べ1～２割と少なく渇水となり、7月下旬から8月末まで、かんがい用水の取水の自
主節水が行われた。一方、例年に比べ日照時間が長く、最高気温も高かったことから、8月の真勲別頭首工の下流では、流
水の減少で流れの滞留が生じ、藻類の発生や、河川の水温の上昇が確認されるなど、動植物の生息環境に影響が生じた。

◆

◆

名寄川頭首工下流の渇水状況
平成15年7月8日

九十九橋上流の渇水状況 平成15年7月14日
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日本海

←
名

寄
川

←

天

塩

川

←
問

寒
別

川

音威子府村

中川町

美深町

名寄市

下川町

士別市

天塩町

幌延町

◆連続した河畔林が存在し、生物の生息・生育の場になる等、良好な自然環境を有している。
◆サケ、マス等が遡上し、産卵床が各所に存在している。
◆天塩川の名前の由来であるテッシ（梁のような岩）が中流部に多く存在。
◆豊かな自然、景観からカヌーの利用が盛んである。
◆旧川は親水空間として利用されている。

流域の特徴流域の特徴
流域の概要

③

④
②

①

産卵のために遡上してきたサケ

カヌーイストを魅了するテッシ

②

恩根内テッシ

③

幌延旧川

④

美深アイランド

①

連続する河畔林（中流部）
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流域内ベスト３

流域市町村 収穫量 全道順位

名寄市
※ 19,290ｔ 6位

士別市 18,500ｔ 9位

和寒町 6,980ｔ 38位

※名寄市（旧風連町含む）

流域内ベスト３

流域市町村 収穫量 全道順位

名寄市 471ｔ 1位

美深町 93ｔ 9位

下川町 88ｔ 11位

流域内収穫量 860ｔ

全道における割合 17.9%

流域内ベスト３

流域市町村 収穫量 全道順位

和寒町 8,850ｔ 1位

名寄市 7,700ｔ 2位

美深町 4,890ｔ 4位

流域内収穫量 27,120ｔ

全道における割合 25.0%

天塩川流域の特産物収穫量および乳用牛数

主要産業主要産業
天塩川流域では稲作・畑作を中心とした農業が営まれ、水稲・かぼちゃ・アスパラガス・大豆の生
産は道内でも有数のものとなっている。
下流域の天塩平野では広く酪農が営まれ、優良な酪農地帯となっている。

かぼちゃ

平成17年
北海道収穫量

108,500ｔ

平成17年
北海道収穫量

4,800ｔ

アスパラガス

乳用牛 流域内飼養頭数
59,850頭

平成17年
北海道飼養頭数

857,500頭

流域の概要

流域内収穫量
860ｔ

水稲（うるち米・もち米）

平成17年
北海道収穫量

682,600ｔ

流域内収穫量
52,510ｔ

出典(北海道農林水産統計年報（農業統計市町村編、青果物編）：平成17年)より

流域内ベスト３

流域市町村 飼養頭数 全道順位

豊富町 16200頭 11位

天塩町 11900頭 20位

幌延町 10500頭 24位

流域内飼養頭数 59,850頭

全道における割合 7.0%

大 豆 流域内収穫量
6,720ｔ

平成17年産
北海道収穫量

52,400ｔ

流域内ベスト３

流域市町村 収穫量 全道順位

士別市 2,960ｔ 3位

剣淵町 2,330ｔ 4位

和寒町 748ｔ 23位

流域内収穫量 6,720ｔ

全道における割合 12.8%

◆

◆

流域内収穫量 52,510ｔ

全道における割合 7.7%



8既往洪水の概要既往洪水の概要

注）1.（ ）内は、観測所名。
2.[ ]内は氾濫量及び岩尾内ダムによる調節量を戻して算出した値。
3.被害等については、水害統計等による。
4.本資料は、天塩川流域委員会資料に平成18年洪水を加えたもの。

主要洪水

代表地点雨量 誉平地点観測流量

（mm/3日） （m3/s）
197 死者1名、家屋被害180戸、浸水面積3,918ha

（上音威子府）
家屋被害1,114戸、浸水面積400ha

101（河口） 死傷者8名、家屋被害1,752戸、浸水面積9,643ha
95（名寄）

死傷者8名、家屋被害2,125戸、浸水面積5,907ha

111（辰
タ ツ

根
ネ

牛
ウ シ

） 家屋被害1,177戸、浸水面積4,927ha

149（名寄）
家屋被害193戸、浸水面積2,511ha

3,160 家屋被害1,255戸、浸水面積12,775ha
［3,500］

211（士別） 2,790 家屋被害2,642戸、浸水面積11,640ha
157（名寄） ［3,600］

家屋被害117戸、浸水面積4,253ha

低気圧・ 283（士別） 3,760 家屋被害546戸、浸水面積15,625ha
前線・台風 226（名寄） ［4,400］

家屋被害9戸、浸水面積288ha

家屋被害138戸、浸水面積854ha

183(士別) 家屋被害2戸、浸水面積315ha
181(名寄)

浸水面積38ha

平成13年9月8日～12日 前線・台風 2,830

昭和56年8月3日～7日

平成4年7月29日～8月4日 前線 124(名寄) 2,230

平成6年8月12日～15日 前線 130（士別） 1,770

昭和50年8月21日～24日 台風・前線

昭和50年9月6日～8日 低気圧 109（円山） 2,700

昭和45年10月24日～26日 低気圧 205（上問寒別） 1,250

昭和48年8月16日～18日 台風・前線 230（名寄）

低気圧 195（上士別） 2,200

昭和30年8月17日～21日 前線 1,510

被 害 等

昭和14年7月28日～30日 不明 不明

昭和27年7月25日～26日 低気圧 92（円山
マ ル ヤ マ

） 不明

平成18年10月7日～8日 低気圧 1,980122(名寄)

洪水発生年月日 気象原因

昭和28年7月27日～8月2日 前線 1,620

昭和30年7月3日～5日
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日本海

←
名

寄
川

←

天

塩

川

←
問

寒
別

川

音威子府村

中川町

美深町

名寄市

下川町
士別市

天塩町

幌延町

主な洪水の概要主な洪水の概要

【昭和30年7月】
天塩川全域で、特に名寄川では
甚大な被害が発生した。上士別
観測所で195mm/3日の雨量を
観測。

十線川の溢水氾濫状況（名寄市）

【昭和48年8月】
台風10号崩れの低気圧により、名寄観測所で230mm/3日の雨
量を観測。

【昭和50年8月】
台風6号が前線と結びつき、各地で記録的な大雨となった。
士別観測所で211mm/3日、名寄観測所で157mm/3日の
雨量を観測。

【昭和56年8月】
寒冷前線が停滞しつづ
けたため、天塩川全域を
覆うような豪雨となり、士
別観測所で283mm/3
日、名寄観測所で
226mm/3日の雨量を観
測。

【平成13年9月】
台風15号接近による
大雨により、士別観測
所で183mm/3日、名
寄観測所で181mm/3
日の雨量を観測。

サンル川の氾濫状況
（下川町 道道下川雄武線）

【平成18年10月】
発達した低気圧により、
大雨となり、名寄観測
所で122mm/3日の雨
量を観測。

名寄川の氾濫状況
（名寄市中名寄地区）

オンネベツ川の氾濫状況
（幌延町南下沼地区）

内水氾濫状況（名寄市内淵地区）

【昭和50年9月】
前線が長期間停滞したことにより、集中豪雨となった。円山観測所
で109mm/3日の雨量を観測。

天塩川の氾濫状況
（美深町楠地区）

サンル川

主要洪水

宅地の冠水状況（剣淵町）
剣淵町

和寒町

天塩川

十線川

名寄川

オンネベツ川
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日本海

誉平●■

美深橋■

真勲別
■

←
名

寄
川

←

天

塩

川

←
問

寒
別

川

■恩根内

■士別

●■下問寒別

●■ 新問寒別橋

●■円山

●■
辰根牛

■：はん濫注意水位超過観測所
●：総雨量100mm超過観測所【開発局観測所】

● 佐久

●音威子府

●
小車岳

●
上仁宇布

●
名寄市

●
西多寄

●
北恩根別

●士別東

音威子府村

中川町

美深町

名寄市

下川町

士別市

天塩町 幌延町

●天塩河口

●
天塩大橋

●
音類橋

●上雄信内

●
中問寒別

●
上問寒別

●
上豊神

7月27日から30日にかけて気圧の谷の通過により、断続的に激しい雨（誉平で総雨量145ｍｍ、名寄市で総雨量134ｍｍ）※が降り、誉平水位観測
所、真勲別水位観測所などで、はん濫注意水位を超過した。この影響で、家屋60戸（床上9戸、床下51戸）※が浸水。
8月13日から14日にかけて気圧の谷の影響により、留萌北部・中部及び上川北部で豪雨（誉平で総雨量161ｍｍ、音威子府で総雨量144ｍｍ）※

となった。この影響で、ＪＲ宗谷本線が運休（14日～16日）、国道2路線が通行止めとなり、天塩町では、水道施設が被害を受けた。

平成平成2222年年77月・月・88月洪水の概要月洪水の概要
主要洪水

天
塩

川

国道40号の冠水状況
（士別市）

天塩川の氾濫状況
（音威子府村茨内地区）

◆

天
塩

川

天塩川の氾濫状況
（美深町恩根内地区）

◆

支川の氾濫状況
（中川町）

天
塩

川

7月

7月

7月

8月

写真：中川町提供

※速報値

天塩川の氾濫状況
（音威子府村筬島地区）

7月

写真：名寄市提供

住宅地の浸水状況
（名寄市徳田しらかば1号通）

7月



11天塩川の治水の沿革天塩川の治水の沿革
天塩川の治水事業は、昭和９年の捷水路工事着手した。
堤防は、昭和20年代から中・上流域を中心に、昭和30年代から下流域の整備が行われてきた。
浚渫・掘削は、昭和30年代から主に下流域から進められてきた。

治水の沿革

◆

◆
◆

T8 S9 S29 S38 S41 S62 H15

計画流量1,948m3/s 計画流量4,174m3/s  計画流量 計画流量 基本高水のピーク流量  基本高水のピーク流量 基本高水のピーク流量6,400m3/s

3,850m3/s 3,850m3/s 4,400m3/s 6,400m3/s     H19

    整備計画目標流量

     4,400m3/s

S2 S29 S38 S41 S62 H15

第１期拓殖計画 第2期拓殖計画     天塩川 天塩川 天塩川水系工事実施基本計画 天塩川水系工事実施基本計画改定 天塩川水系河川整備基本方針

改修総体計画 改修総体計画改定     H19

天塩川水系河川整備計画

S39新河川法施行 H9河川法改正
● ●

S26北海道開発局設置 H41天塩川水系１級河川に指定
● ●

S9～S54 捷水路工事

智恵文、名寄付近の屈曲部の切替に着手し、２５カ所の捷水路が完成

S30～H16浚渫工事

S40～S46

岩尾内ダム建設事業

S25～堤防整備、河道掘削（継続中）

S63～ H5～建設事業着手

サンルダム実施計画調査着手

※流量については、誉平基準地点を記載

年 M40 T1 T10 S1 S10 S20 S30 S40 S50 S60 H1 H10 H20

主
要
洪
水

S
48

S
14

S
27

7
月

S
50

7
月

H
6

S
28

S
30

S
45

H
13

10
月

8
月

S
56

8
月

既
往
最
大

7
月

H
18

8
月

8
月
・
9
月

7
月
・
8
月

M43 Ｓ21

H
4

9
月

事
業

計
画

10
月

7
月



12これまで実施してきた治水対策これまで実施してきた治水対策
治水事業

岩尾内ダム

洪水調節施設の整備により、下流の
洪水流量低減を図る。

捷水路

昭和22年

河道浚渫河道掘削

堤防の整備

河道断面の増加により、洪水時の水位
を下げるとともに内水への効果を発揮
する。

河道断面の増加により、洪水時の水位を
下げるとともに内水への効果を発揮する。

堤防の整備により、洪水の安全な流下
を図る。

平成12年

著しく湾曲している流路を直線的にするこ
とにより、洪水の疎通能力を向上させる。

昭和42年
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[ ]目標流量 （単位：m3/s）

治水計画

河川整備計画の概要河川整備計画の概要

【河道への配分流量】

【河川整備計画の目標（平成19年10月策定）】

天
塩
大
橋

誉

平

美

深

橋

真
勲
別

名
寄
大
橋

九
十
九
橋

天
塩
川

←

◆対象期間
概ね30年
◆洪水対策の目標
戦後最大規模の洪水流量により想定される被害の軽減を図る。
◆目標流量
誉平基準地点における目標流量を4,400m3/sとし、既設の洪水調節施設（岩尾内ダム）及び整備計画に位置づ

けられた新規の洪水調節施設（サンルダム）により合わせて500m3/sを調節して河道への配分流量を3,900m3/s
とする。
◆流水の正常な機能の維持
概ね10年に1回起こりうる渇水時において、流水の正常な機能を維持するため必要な流量（美深橋地点：概ね
20m3/s）を利水補給と相まって確保する。
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音威子府村市街地

中川町市街地

天塩町市街地
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小車大橋(道)

音威子府橋(国)

音威子府川橋梁(JR)

中川橋(道)

思案橋(道)

問寒別橋梁(ＪＲ)

吉川橋(道)
豊神橋(道)

4線橋(道)

東延橋(道)

新問寒別橋(道)

上豊神橋(道)

国道栄橋(国)

雄信内大橋(道)

天塩大橋(国)

赤川橋(国)

天塩河口橋(道)

パンケ橋(道)

下野川鉄道橋(JR)

銅蘭橋(道)

佐久橋(道)

安平志内橋(国)

問

寒

別

川

天  塩  川

宇戸内川

パ
ン
ケ
ナ
イ
川

銅蘭川

ル
ベ
シ
ベ
川

安
平
志
内
川

音
威
子
府
川

雄
信
内
川

東六線川

円山赤川

円山ウブシ川

天

塩

川

治水計画

整備の進捗状況と今後の整備箇所①整備の進捗状況と今後の整備箇所①
掘削のイメージ

凡 例

：完成区間(～H21年度末)

：今後の整備区間

：大臣管理区間

：市街地

堤防整備のイメージ

計画高水位▽

5 5

1 1

【天塩川下流部】

平水位

河積確保のため掘削を行う



15

美深町市街地

士別市市街地

士別市朝日町
市街地

名寄市市街地

下川市市街地
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大門橋(道)

班渓橋(道)

奥士別橋(道)

登和里橋(道)

士別鉄道橋(ＪＲ)

士別橋(国)

九十九橋(道)

中士別橋(道)

菊水橋(道)

瑞生橋(道) 大出橋(道)

西三号橋(道)西多寄橋(道)

上線水管橋

下北橋(道)

風連別川鉄道橋(ＪＲ)

風連橋(国)

恵名大橋(道)

名寄川鉄道橋(ＪＲ)

名寄大橋(国)

曙橋(道)

北のかけ橋(国)

日進橋(道)

五穀橋(道)

三輪橋(道)

五線橋(道)

放牧地橋(道)

三の橋(国)

御料橋(道)

二の橋(国)

恩根内大橋(国)

紋穂内橋(道)
美深大橋(国)

美深橋(国)

緑橋(道)

共栄橋(道)

恵深橋(国)

天智橋(道)

大反橋(道)

剣
淵
川

トーフトナイ川

初茶志内川

新タヨロマ川

オーツナイ川

タ
ヨ
ロ
マ
川

豊栄川

下川ペンケ川

サンル十二線川

天  塩  川

名  寄  川

風連別川

サ
ン
ル
川

於鬼頭川

似峡川

サ
ッ
ク
ル
川

岩
尾
内
川

ワッカウエンナイ川

天  塩  川

イオナイ川

川西六線川

美深川

ウルベシ川

ペンケニウプ川

美深五線川

美深六線川

東内大部川

ヌプリシロマナイ川

矢文川

サンルダム(計画)

岩尾内ダム

治水計画

整備の進捗状況と今後の整備箇所②整備の進捗状況と今後の整備箇所②

凡 例

：完成区間(～H21年度末)

：今後の整備区間

：大臣管理区間

：市街地

堤防整備のイメージ

計画高水位▽

4 3.5
1 1

【天塩川上流部】

掘削のイメージ

平水位

河積確保のため掘削を行う



16流水の正常な機能の維持

水道用水については、平成７年度に「サンルダムの建設に関する基本計画」（以下、「基本計画」という。）を

定める際、今後の水需要の増大や将来にわたり安定した供給のため、名寄市が3,700m3/日、下川町が

530m3/日の水源を本事業に求め、参画（ダム使用権の設定予定者）した。

発電については、平成７年度に「基本計画」を定める際、北海水力発電(株)（現：ほくでんエコエナジー(株)）

がサンルダムの建設に伴って新設するサンル発電所において、最大出力1,400kWの発電を行うため、事業に

参画（ダム使用権の設定予定者）した。

その後、平成２０年度に「基本計画」を変更する際、各利水参画者に需要量を確認したところ、水道用水に

ついては社会情勢の変化を踏まえ、名寄市は1,510m3/日に、下川町は130m3/日への変更があり、発電に

ついては1,000kWへの変更となった。

サンルダム建設事業の水道用水供給等

＜天塩川水系河川整備計画（H19.10策定）より抜粋＞

サンルダムを建設し、流水の正常な機能の維持、水道用水の供給、発電を行う。このことにより、流水の

正常な機能を維持するために必要な流量として美深橋地点において概ね20m3/s、真勲別地点においてか

んがい期最大概ね6.0m3/s、非かんがい期概ね5.5m3/sを確保し、かんがい用水、水道用水、工業用水等

の既得用水や新規用水の安定供給、生物の生息・生育環境の保全等を図る。

サンルダム

サンルダム
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【目 的】
◆ 洪水調節
サンルダムの建設される地点における計画高水流量700m3/sの
うち、610m3/sの洪水調節を行う。

◆ 流水の正常な機能の維持
下流の河川環境の保全や既得用水の補給等、流水の正常な機能
の維持と増進を図る。

◆ 水 道
名寄市の水道用水として、名寄市真勲別地点において新たに最
大1,510m3/日、下川町の水道用水として、下川町北町地点にお
いて新たに最大130m3/日の取水を可能とする。

◆ 発 電
ほくでんエコエナジー株式会社が、サンルダムの建設に伴って新設
するサンル発電所において、最大出力1,000kWの発電を行う。

サンルダム建設事業サンルダム建設事業

容量配分図

位置図

サンルダム完成予想図

堤頂長

350.0m

堤高 46.0m

位置 下川町北町地先

ダム形式 台形CSGダム

堤体積 49.5万m3

総貯水容量 5,720万m3

総事業費 約528億円

帯広 釧路

網走
留萌

稚内

小樽

札幌

室蘭

函館

旭川

オホーツク海

太 平 洋

日

本

海

天塩川

名寄川

サ
ン
ル
川

サンルダム

サンルダム

岩尾内ﾀﾞﾑ
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昭和６３年 ４月 ・ 実施計画調査着手

平成 ５年 ４月 ・ 建設事業着手

平成 ７年 ７月 ・ 環境影響評価手続きを完了

平成 ７年 ８月 ・ 「サンルダムの建設に関する基本計画」 策定

（総事業費：約５３０億円 予定工期：平成２０年度）

平成１０年 ４月 ・ 損失補償基準妥結調印

平成１１年 ８月 ・ 付替道路（道道下川雄武線） 工事着手

平成１４年 ７月 ・ 事業再評価

平成１５年 ２月 ・ 「天塩川水系河川整備基本方針」 策定

平成１９年１０月 ・ 「天塩川水系河川整備計画」策定

平成１９年１２月 ・ 事業再評価

平成２０年 ４月 ・ 付替道路（道道下川雄武線） 約５ｋｍ区間部分供用

平成２０年 ６月 ・ 「サンルダム建設に関する基本計画」 変更

（総事業費：約５２８億円 予定工期：平成２５年度）

平成２０年 ８月 ・ 事業再評価

平成２１年１２月 ・ 検証の対象となるダム事業に区分

サンルダム建設事業サンルダム建設事業 経緯経緯
サンルダム
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部分供用区間 約５ｋｍ

サンルダム

←
至

下
川

町

至 雄武町 →

サンルダム建設事業サンルダム建設事業 進ちょく状況進ちょく状況
サンルダム建設事業は、総事業費約５２８億円のうち、平成21年度末で約２７４億
円（約５２％）の進捗

（平成21年度末）

ダム本体及び
関連工事

付替道路 12.4km

用地取得 551ha
（内、民地257ha）

家屋移転 13戸 １００％（１３戸）

８３％（４５７ha）
（内、民地２５７haは１００％取得済み）

９３％（内、約５km供用済み 平成２０年４月１日～）

※平成２１年度から予定していたダム本体工事は未着手

：工事中又は完成

（平成2２年度現在）

：未整備

凡例

サンルダム

◆
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単 位 ：m 3/ s  

河川整備基本方針（平成15年2月策定）の概要

◆基本高水

基本高水は、昭和48年8月、昭和50年8月、昭和

56年8月等の既往洪水について検討し、名寄大橋

基準地点においてはそのピーク流量を3,300m3/s

（洪水調節500m3/s）、誉平基準点においてはそ

のピーク流量を6,400m3/s（洪水調節700m3/s）、

真勲別基準点においてはそのピーク流量を

1,800m3/s（洪水調節400m3/s）とすることとしてい

る。

◆計画高水流量

計画高水流量は、剣淵川の合流前において

1,100m3/sとし、風連別川等からの流入量を合わ

せ、名寄大橋において2,800m3/sとする。名寄大

橋から下流においては、名寄川等からの流入量

を合わせ、美深橋において5,000m3/sとし、 安平

志内川等からの流入量を合わせ、誉平において

5,700m3/sとする。さらに、その下流では、問寒別

川等からの流入量を合わせ、天塩大橋において

5,800m3/sとし、河口まで同流量とする。 名寄川

の計画高水流量は、真勲別において1,400m3/sと

する。

◆流水の正常な機能を維持するため必要な流量

美深橋地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、利水の現況、動植物の保護、景観等を考慮し

概ね20m3/sとする。

【天塩川計画高水流量図】

(参考)

河川整備基本方針河川整備基本方針


